
獣医学研究科
　「獣医比較形態学」、「獣医比較機能学」、「獣医感染制御学」、「獣医疾病予防学」、「獣医病態制御学」、「獣医病態情報学」の６つ
の分野において、高度で専門的な知識、実践的な技術並びに理論感を有し、創造性豊かで国際的に貢献できる人材の養成を行なう。

（博士課程）
　臨床系は、主として動物病院及び医科学を活用し、そこに保
有するMRI、X 線 CT、放射線治療器など最先端の医療機器
を用いて、高度の医療技術と知識を持った獣医療専門家を育成
する。応用系は、動物医科学研究センタ－を主な教育研究の場と

して、感染症の診断・メカニズムの解明や疾病制御・予防に関
する最新の知識の教授と高度な技術の習得によって、専門性を
有した応用獣医学と臨床獣医学に貢献できる人材を育成する。
基礎系においては生命科学に関する質の高い基礎研究の指導
を通して能力の高い人材を養成する。

■ 獣医学専攻

5

教育研究上の目的



大学院獣医学研究科の「修了認定・学位授与の方針」
「教育課程編成・実施の方針」及び「入学者の受入れに関する方針」

日本大学大学院獣医学研究科は、日本大学教育憲章と本学の教
育理念である「自主創造」に基づき、獣医科学と獣医療に関する豊
かな学識と実践的な技術、独創的な研究能力を有し、国際的に活
躍できる資質と高い倫理観を兼ね備えた人材の育成を教育目標とし
ている。
　本研究科の定める期間在籍し、教育目標に沿った研究指導を受
け、所定の授業科目を履修して、基準となる単位数以上を修得する
こととともに、所定年限内に研究科が行う博士論文の審査及び試験
に合格した者に博士（獣医学）の学位を授与する。

１.  獣医学領域の研究は、基礎生命科学系から臨床医科学系、応
用生物学系に至る、多様かつ学際的特質を有している。大学院
獣医学研究科獣医学専攻では、「獣医比較形態学」、「獣医比
較機能学」、「獣医感染制御学」、「獣医疾病予防学」、「獣医病
態制御学」、「獣医病態情報学」の各専門分野において、高度で
専門的な知識、実践的な技能、論理的思考力並びに生命倫理

観を有し、創造性豊かにして国際的に貢献できる人材の養成を
行なう。

２.  博士課程獣医学専攻の６つの専門分野では、以下に示す目標を
それぞれ設定し、修了認定及び学位授与の方針としている。

①「獣医比較形態学」及び「獣医比較機能学」分野では、基礎生
命科学領域の研究者が共有する科学的価値観を前提とした、よ
り質の高い基礎生物学に関する基盤的・先端的知識、技能及び
研究成果を得ること。

②「獣医感染制御学」及び「獣医疾病予防学」分野では、動物固
有の感染症や人獣共通感染症の疫学、病態解明及び疾病の制
御と予防に関する基盤的・先端的知識、技能並びに研究成果を
得ること。

③「獣医病態制御学」及び「獣医病態情報学」分野では、高度化す
る獣医療に対応するための基盤的・先端的知識、技能及び研究
成果を得ること。

修了認定･学位授与の方針（ディプロマ･ポリシー）

大学院獣医学研究科は、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に
掲げる人材を養成するため、博士課程獣医学専攻において以下に
示す教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を設定して
いる。

１.  本研究科では、「獣医比較形態学」、「獣医比較機能学」、「獣医
感染制御学」、「獣医疾病予防学」、「獣医病態制御学」、「獣医病
態情報学」の各専門分野における基盤的かつ先端的な専門知識
や技能を備えた指導的な人材を育成するため、複数の教員が講
義・演習・研究に当たるオムニバス形式の指導体制をとっている。

２. 本研究科の学修方法・学修過程には以下の内容が含まれる。
　① 自立した研究者の養成と指導的人材の育成
　② 幅広い学術基盤の修得
　③ 能動的学修の充実化
　④ 国際的に活躍できる人材の育成
　⑤ 科学的かつ論理的思考のできる人材の育成
　⑥ 英語による研究成果発信力の修得及び博士論文作成能力
3.  学修成果の評価方法は、開講される講義への出席と課題レポート

の内容、研究科内で実施される研究経過及び成果報告について
は、プレゼンテーション及び質疑応答の内容により評価する。また、
学位（博士）論文作成に関しては、基盤的・専門的な学識と国内
外の学術集会での口演発表実績及び専門学術雑誌（英文）へ
の投稿又は掲載実績を重視する。

教育課程編成･実施の方針（カリキュラム･ポリシー）

日本大学大学院獣医学研究科は、教育理念及びディプロマポリシー
に基づき、「獣医比較形態学」、「獣医比較機能学」、「獣医感染制
御学」、「獣医疾病予防学」、「獣医病態制御学」、「獣医病態情報
学」の各専門分野における基盤的かつ先端的な専門知識と技能を
備え、国際的に活躍できる指導的な人材を育成したいと考えている。
具体的には博士課程獣医学専攻では、生命科学に関する質の高
い基礎研究能力を有する人材、感染症の診断・病態の解明や疾病
制御・予防に関する最新の知識と高度な技術を有する人材、及び高
度な獣医療技術と動物倫理・福祉に関する専門知識を持った人材
の育成を目指している。そのために、次のような能力・資質を有する入
学者を国内外から求めている。

１.  日本大学の教育理念を理解し、獣医学を通じて国際社会に貢献
したいと考えている人

２. 生命倫理を尊重し、動物福祉を行動規範とする人
3.  幅広い視野と科学的な視点から獣医科学及び獣医療のより深い

修得を目指す人
４.  獣医科学及び獣医療に関する学識と独創的な研究を遂行する

ための十分な基礎的能力を有する人
５. 豊かな教養と協調性を備えた人

入学試験では、大学院生として博士（獣医学）の学位取得に対し
て強い意志を有する学部学生及び社会人大学院生として社会
で活躍しながら学位取得を目指す人材を、語学力と専門知識を
問う筆記試験及び研究能力を問う口述試験により選抜する。入
学試験は、一般入学試験及び社会人特別選抜入試ともに年度
内に２回実施する。

入学者の受入れに関する方針（アドミッション･ポリシー）
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